


























































































































































































































































































































































1 本稿では，フラーの特派員報告をまとめた編者 LarryJ.Reynoldsと SusanBelascoSmithの ・These
SadButGloriousDays・Dispatchesfrom Europe,18461850をテクストとして使用し，以後これを
Dispatchesと略記する。
2 ジョゼフマロードウィリアムターナー（J.M.Wiliam Turner,17751851）18世紀末から19世紀
のイギリスのロマン主義の画家，西洋絵画史における最初の風景画家。44歳のイタリア旅行で，イタリア
の明るい陽光と色彩に魅せられたジョゼフは特にヴェネツィアの街をこよなく愛し，作品は画面における大
気と光の効果を追求することに主眼がおかれた。そのために描かれた事物の形象は曖昧になりほとんど抽象
に近づいている作品もある。代表作:『戦艦テメレール号』（1838年）『雨，蒸気，スピード グレートウ
ェスタン鉄道』（1844年）
3 バーバラノヴァック『自然と文化』黒沢眞里子訳（玉川大学出版部 2000）p32
BarbaraNovak:NatureandCulture（OxfordUniversityPress1980）
本書はAntebelum時代の主としてハドソンリヴァー派の風景画を中心に，ロマン主義におけるアメリ
カの神と荒野の関わりを描いた絵画の意義と発展を論じている。
4 PerryMiler,・NatureandtheNationalEgo,・inErrandintotheWilderness（BelknapPressof
HarvardUniversityPress1993）p211引用の原文は以下の通り。
・Naturesomehow,byalegerdemainthatevensohighlyliterateChristiansastheeditorsofThe
NewYorkReviewcouldnotquiteadmittothemselves,hadeffectualytakentheplaceoftheBible.
5 RoderickNash,WildernessandtheAmericanMind（YaleUniversityPress1967）pp44,69
引用の原文は以下の通り。
APPRECIATION ofwildernessbeganinthecities./IntheearlynineteenthcenturyAmericannationalists
begantounderstandthatitwasinthewildernessofitsnaturethattheircountrywasunmatched.
6 ・Dispatch14Rome,May1847・Dispatches,p132
7 Wiliam WetmoreStory（181995）アメリカの彫刻家，ボストンの政治家だった父親の彫像を作ろうと
イタリアに渡り，妻と生涯そこで暮らした。イタリアに魅せられて生涯をローマですごした芸術家のひとり。
フラーは「彼の作品で父親の彫像は見ていないが，ゲーテの作品『漁夫』からの作品を見て大変気に入った」
と書いている。ヘンリージェイムズが彼の伝記 Wiliam WetmoreStoryandHisFriends（2vols,
1903;NY DaCapoPress）を書いた。
8 ベアトリーチェチェンチ（BeatriceCenci,15771599）は，イタリア貴族の娘。父親の暴力的気性と不
道徳性に第二夫人，兄弟と謀議して父親を殺す。教皇クレメンス8世はチェンチ家の財産没収を企み，その
不当な裁判と残虐な処刑で有名。この事件はその後，イギリス詩人シェリーをはじめ多くの詩や演劇のモデ
ルとなり，絵画では特にグイードレニのベアトリーチェの肖像画が有名。
Text
Fuler,Margaret:・TheseSadButGloriousDays・DispatchesFrom Europe,18461850editedbyL.J.
Reynolds& SusanBelascoSmith（YaleUniversityPress1991）
:ThePortableMargaretFuler（PenguinBooks1994）
（10）
:WomanintheNineteenthCentury（OxfordUniversityPress1994）
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Hudspeth（CornelUniversityPress1994）
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